
年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度(２学年用)  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

領域名： （ ）

単元の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
単元名： （ ）
単元の評価規準：

1

提出物、授業態度、定期考査等
総合的に判断する

〇 〇

〇 〇

提出物、授業態度、定期考査等
総合的に判断する

〇

○

○

提出物、授業態度、定期考査等
総合的に判断する

〇

〇

○

〇 〇 〇

　　　　　　　　　　・小説　志賀
直哉「城の崎にて」　　　　多和田
葉子「捨てない女」
作文課題⑭｢ぼんやりとは聞けな
い」⑮「母の裏切り」⑯「勝手にふ
るえてろ」⑰｢正義と微笑」

・小説の構成を意識して精読す
る。自宅学習中の作文課題に取り
組む。

〇 〇

○ ○

○

〇〇

○

〇

〇

6

10○ ○

12

・評論　ドミニク・チェン著「未来
を作る言葉」
・作文課題⑫「特異性から普遍性
へ」⑬「言葉のない会話」
・詩「小景異情」｢サーカス」「永
訣の朝」
・四行詩の創作。

・評論を読み、筆者のテーマを元
にグループ学習で読みを深め、広
げる。・詩の構成、詩的表現につ
いて学ぶ。各自四行詩を創作す
る。

1

提出物、授業態度、定期考査等
総合的に判断する

小説　夏目漱石「こころ」　作文課
題③「声が生まれる」

・小説の読解。語句の意味、表現
に注意して読む。百年前の社会で
あることに注意し、興味を持つ。

12

〇 〇 〇

小説　目取真俊「魂込め」読解
作文課題⑦「今を生きるための現代
詩」⑧「大人のための国語ゼミ」⑨
「貨幣とは何か」⑩｢手の倫理」⑪｢
化学と感性」

修学旅行関連の沖縄を舞台にした
現代小説をグループ読解を軸に読
み進める。

小説　夏目漱石「こころ」　作文課
題④「『中間のもの』とは何か。」

・語句の意味、表現に注意して読
解する。・小説の構成と表現の特
徴について考える。・登場人物の
心理についてグループ討議する。
クラス全体で結果を共有する。・

12

文学国語国語

〇

〇

提出物、授業態度、定期考査等
総合的に判断する

提出物、授業態度、定期考査等
総合的に判断する

〇

定期考査

国語 文学国語 2

３
学
期

・漢字テストに備えて自主的に学習し、小テストで点数を
取ることができたか。・単語を調べ、知識を付けることが
できたか。・文学的な文章を読み解くために国語辞典や便
覧等を適切に使用することができたか。・自主的に読書す
ることで文学的素養を培ったか。

・作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対
するものの見方、感じ方、考え方を深めることができた
か。・ノートをとる際に、自分なりに工夫して分かりやす
くするよう努めたか。・課題作文や自主的な読書を通じて
思考力を鍛えたか。

・自ら進んで授業に参加する意欲を見せた
か。・分からないことをそのままにせず、周囲
に聞く等の姿勢が見られたか。・課題や自主的
な読書に積極的に取り組んだか。

「文学国語」筑摩書房

「現代文長文記述問題集読解力習得編」いいずな書店　「現代文単語」いいずな書店

【 知　識　及　び　技　能 】

作品を深く読解することを通して、自己と他者・自己と世界・自己と自然などの関りについて考えを深める。

作品を読解するプロセスの中で、クラスメートと共同して学習を深める。

２
学
期

小説　夏目漱石「こころ」　作文課
題⑤「『信じるもの』は救われる
か」⑥「権利と義務の関係」

夏休み中の課題で「こころ」前編
を読んでいるので、「私」｢先生」
「Ｋ」「お嬢さん」｢奥さん」の人
物像、人間関係を的確に捉えつつ
読み進む。

〇

〇

〇

〇

○

１
学
期

随筆　高階秀爾「実体の美と状況の
美」　　作文課題①アジア再発見の
時代

・語句の意味の把握
・用例文作文演習
・要旨のまとめ
・4人グループでの読解

・語句の意味の把握
・用例文作文演習
・要旨のまとめ
・5人グループでの読解

○

〇

〇

定期考査

4

随筆　高階秀爾「実体の美と状況の
美」　小説　中島敦「山月記」　作
文課題②｢自然な建築」

○

提出物、授業態度、定期考査等
総合的に判断する

○ ○○ 〇

提出物、授業態度、定期考査等
総合的に判断する

○ ○

○ ○

○

6

定期考査 ○ ○ 1

〇

〇 〇

○ ○

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

文学的な文章を読むことを通して、社会・自然と人間の関わりについて知識を得る。

合計

70

7

1

定期考査 ○ ○ 1

定期考査


